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本
書
は
、
著
者
の
言
に
よ
る
と
、
一

九
八
一
年
に
ケ
ム
ブ
リ

ッ
ジ
大
撃
に
提

出
し
た
博
士
論
文
、

4
2
z
m
E
Z
叶

E
ι
0
2
ι
ω
O円一
oq
E
(UE
E
E門

戸

内

Z
ω
o
E
Y【

UF一S
F
p
n-
5
8
ー
ロ
印
、
を
も
と
に
加
筆
補
訂
を
行
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
敏
張
(
同W
H
3
5
5ロ
O

『
何
ロ
『
O

Z

)

に
関
す

る
研
究
の
一
分
野
と
い
う
角
度
か
ら
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
海
上
帝

閣
の
支
配
の
木
質
と
そ
の
存
続
の
鴨
川
態
を
、
そ
の
一
一
線
貼
で
あ
っ
た
マ
カ
オ
の

ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
貿
易
活
動
に
焦
黙
を
首
て
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る。

時
代
的
に
は
、
ア
ジ
ア
の
一
商
業
貿
易
界
へ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
勢
力
の
進
出
と

い
う
貼
に
目
を
む
け
る
と
、
中
東
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
香
料
貿
易
ル

l
ト
が
ケ

l
プ

香
料
貿
易
ル

l
ト
に
歴
倒
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
「
再
分
配
企
業
陸
」
方
式
に

よ
る
ア
ジ
ア
に
お
け
る
貿
易
支
配
位
制
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
の
命
社
組

織
に
よ
る
貿
易
活
動
に
敗
北
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
マ
カ

オ
の
歴
史
と
い
う
親
知
か
ら
み
る
と
、
本
書
で
扱
っ
て
い
る
の
は
マ
カ
オ
が
自

治
権
を
保
有
し
つ
つ
も
、

治
外
法
機
を
喪
失
し
ほ
ぼ
中
園
に
併
合
さ
れ
た
時
期

ま
で
で
あ
る
。
従
来
、
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
こ

の

時
期
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ア
ジ
ア
地
域
内
の
民
間
貿
易
活
動
を
、
オ
ラ
ン
ダ
人

や
イ
ギ
リ
ス
人
が
ア
ジ
ア
に
お
い
て
勢
力
を
伸
張
し
て
い
く
過
程
と
の
関
連
に

お
い
て
捉
え
、
前
者
の
ア
ジ
ア
貿
易
に
占
め
た
位
置
を
積
極
的
に
許
債
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
日
本
貿
易
の
喪
失
や
マ
ラ
ッ
カ

の
陥
落
に
象
徴
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
脅
威
の
増
大
、

マニ

ラ
と
の
一
時
断
交
、

中
園
に
お
い
て
は
明
清
交
替
期
の
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
存
亡
の
危
機

を
乗
り
越
え
、
ど
の
よ
う
に
新
し
い
紋
況
に
糾
到
底
し
て
い
っ
た
の
か
。

す
な
わ

ち
、
本
書
に
お
い
て
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
支
配
を
「
再
分
配
企
業
鐙
」

を
維
持
し
つ
づ
け
た
王
室
側
の
頑
黙
で
は
な
く、

ア
ジ
ア
各
地
の
接
結
に
居
住

し
貿
易
活
動
に
従
事
し
た
「
民
間
」
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ど
う

い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
本
質
を
解
明
す

る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る。

評
者
は
本
著
者
に
つ
い
て
詳
し
く
知
ら
な
い
が
、
著
者
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
祭
に
摩
部
生
と
し
て
在
感
中
の
一
九
七
一
年
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
摘
民
史

の
研
究
に
手
を
染
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
史

料
は
も
と
よ
り
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
英
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
な
ど
の
関
連
史
料
を
庚

く
各
地
の
文
書
館
に
求
め
て
い
る
。
本
誌
の
特
色
と
な
る
の
は
、
従
来
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の

ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
上
活
動
を
解
明
す
る
際
に
ほ
と
ん
ど
用
い
ら

れ
な
か
っ
た
ハ

l
グ
の
オ
ラ
ン
ダ
図
立
文
書
館
所
臓
の
オ
ラ
ン
ダ
連
合
東
イ
ン

ド
融
自
社
(
〈
O
の
)
の
史
料
を
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
史
料
な
ど
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
稿
短
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
事
貨
を
明
ら
か
に
し
て
こ
の
分
野

の
研
究
に
新
た
な
分
析
の
素
材
と
可
能
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

木
設
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
未
刊
行
の
一
次
史
料
な
ど
の
各
古
文
設
飴
に
お
け

る
所
蔵
朕
況
や
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
経
末
に
ま
と
め
ら
れ
た
注
と
文
献
目

録
の
あ
い
だ
に

「
一
次
史
料
」

と
題
し
て
ポ
ル

ト
ガ

ル
、
イ
ン
ド
、
ス

ベ
イ
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ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
各
文
書
館
の
見
出
し
の
も
と
に
概
説
さ
れ
て
い

る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
に
つ
い
て
は
、
別
に
著
者
に
よ
る
、
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Z
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H
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目

E
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〉
臼
広
口
玄
白
円
正
目
。
、

HEP---LEミ
ミ
ミ
3

5--
A肝〈
F
8
3・
ロ
0

・N
・

Z
・
2
1
2・
が
あ
る
。
さ
て
本
書
は
序
文
お
よ
び

十
一軍
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
上
述
し
た
文
献
目
録
な
ど
に
加
え
て
巻
頭
に
は
簡

便
な
誇
奨
解
説
、
通
貨
お
よ
び
度
量
衡
の
換
算

一
覧
が
つ
い
て
お
り
便
利
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
参
考
ま
で
に
目
次
を
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、

J
2
2ミ
岬
Z
L
2・
"
は
「
カ
ン
ト
リ
ト
レ

ー
ダ
ー
」
と
し
て
敢
え
て
誇
出
し
な
か

っ
た
。

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
一章

第
八
章

第
九
輩
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第
十
重

ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
上
貿
易

-
帝
園
の
基
礎
||
イ

ン
デ
ィ
ア
領

(F
S
E
E
r全
乙
と
マ

カ
オ
1
1
l

人
口
、
人
物
お
よ
び
自
治
慢
の
権
限

カ
ン
ト
リ
ト
レ
ー
ダ
ー
と
王
室
濁
占

商
人
と
市
場

カ
ン
ト
リ
ト
レ
ー
ダ
ー
と
市
場
の
開
拓

帯
圏
内
諸
関
係
|
|
マ
カ
オ
と
イ
ン
デ
ィ
ア
領
|
|

帯
図
の
存
綴
|
|
明
朝
か
ら
清
朝
期
に
か
け
て
の
中
園
|
ポ

ル
ト

ガ
ル
関
係
|
|
。

マ
カ
オ
、
舎
祉
お
よ
び
カ
ン
ト
リ
ト
レ
ー
ダ
ー
ー
ー
中
園
に
お
け

る
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
|
|

結
び

以
下
そ
の
内
容
の
概
略
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
は
、
本
書
で
扱

っ
て
い
る
主
題
に
関
す
る
研
究
書
が
、
比
較
的
乏
し
い
現
状
か
ら
無
駄
な
こ
と

で
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

第

一
章
は
序
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
ポ
ル

ト
ガ

ル
が
進
出
し
た
嘗
時
の

ア

ジ
ア
に
お
け
る
既
存
の
貿
易
網
を
中
園
を
中
心
と
し
た
貿
易
世
界
と
東
南
ア
ジ

ア
|
|
本
書
に
お
い
て
は
「
南
シ
ナ
海

3
0
5
F
n
r目白

ω
2
)」
|
|
の
貿

易
世
界
に
分
け
て
概
観
し
て
い
る
。
「
南
シ
ナ
海
」
と
い
う
語
の
使
用
は
、
プ

ロ
l
デ
ル
の
「
地
中
海
世
界
」
の
概
念
を
念
頭
に
お
い
て
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
商
人

は
ア
ジ
ア
商
人
と
共
に
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
結
び
附
け
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
貿
易
世
界
を
構
成
す
る
一
つ
の
要
素
で
あ
っ

た
と
の
認
識
に

よ
る
と
恩
わ
れ
る
。

第
二
章
に
お
い
て
は
、
ゴ
ア
を
中
心
に
海
岸

線
上

に
築
か
れ
た

一
連
の
要

塞
、
舷
隊
の
配
備
お
よ
び
植
民
放
黙
か
ら
成
る
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
性
格
、
二
ハ

世
紀
か
ら
一
七
世
紀
早
期
に
お
け
る
島
艇
部
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
域
と
ポ
ル
ト

ガ
ル
香
料
貿
易
濁
占
策
と
の
関
係
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
マ
カ
オ
の
成
立
、
マ
カ
オ

に
お
け
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
行
政
制
度
の
導
入
|
|
カ
ピ
タ
ン

・モ

ル
制
、
マ
カ

オ
長
官
ハ

g
z
r，
mog-〉
の
権
限
、
包
回
一
口
同
師
同
『
包

2
2
E
t曲
m
m
B
P

γ
E。
o
y
h
g
E、
司
法
制
度
、
財
政
、
数
禽
保
護
権
、
市
参
事
舎
の
創
設

と
そ
の
権
限
お
よ
び
機
能
、
慈
善
図
箆
|
|
サ
ン
タ
・
カ
ザ
・
ダ
・
ミ
ゼ
リ
コ

ル
デ
ィ
ア
の
機
能
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
三
一挙
で
は
、
マ
カ
オ
の
人
口
お
よ
び
人
的
構
成
要
素
に
つ
い
て
概
観
し

て
い
る
が
、
ゴ
ア
の
場
合
と
比
較
し
て

マ
カ
オ
に
お
け
る
特
徴
的
な
現
象

は、

ア
ジ
ア
域
内
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
主
た
る
人
的
要
素
が
ほ
ぼ
カ
サ
ド

(
円
自
主
る
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
カ
サ
ド
の
中
で
、
マ
カ

オ
の
市
参
事
舎
な
ど
に
お
い
て
政
治
的
・

経
済
的
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の

-171ー
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は
、
本
図
生
ま
れ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
〈
2
5。。

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々

が
、
主
に
ア
ジ
ア
域
内
白
易
活
動
に
従
事
し、

次
第
に
不
利
に
な

っ
て
い
く
環

境
候
件
の
な
か
で
貿
易
を
縫
一新
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
領
イ
ン
デ

ィ
ア
と
し
て
の
マ
カ
オ
の
存
亡
の
危
機
を
切
り
ぬ
け
、
そ
の
存
協
和
を
支
え
た
の

で
あ
る
。
ま
た
現
存
史
料
に
よ
っ
て
、
そ
の
活
動
が
比
較
的
明
ら
か
に
な
る
三

人
の

Z
E
乙

を
質
例
に
取
り
上
げ
て
、
マ
カ
オ
に
お
け
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の

活
動
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

以
上
、
第
三
議
ま
で
が
、
庚
い
一意
味
で
本
書
の
主
題
の
導
入
部
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

第
四
章
に
お
い
て
は
、
マ
カ
オ
の
初
期
の
繁
栄
を
築
く
も
と
と
な
っ
た
封
白

木
貿
易
と
マ
ニ
ラ
貿
易
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
日
本
貿
易
の
繁
栄
は
倭
窓
の

跳
梁
に
よ
る
明
の
海
禁
政
策
の
質
施
中
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
中
園
|
日
本
貿
易

の
仲
介
者
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
こ
と
に
よ
る
。
中
園
か
ら
の
主
要
な
輸
入

口
聞
は
、
生
糸
、
金
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
中
園
産
の
金

の
輸
入
は
、
一
六
二

0
年
代
に
な
る
と
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は
枚
盆
の
黙
か
ら

イ
ン
ド
方
面
へ
輸
出
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
日
本
か
ら
の
主
要
な
輸
出
品
は
銀

と
銅
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
銀
の
輪
出
は
一
六
三
五
年
こ
ろ
以
降

急
速
に
増
大
し
た
が
、
こ
れ
は
御
朱
印
船
貿
易
の
禁
止
、
マ
ニ
ラ
に
お
け
る
メ

キ
シ
コ
銀
の
入
手
困
難
や
〈
O
の
に
針
す
る
防
術
費
の
増
大
な
ど
と
関
係
が
あ

る
。
な
お
、

著
者
は
、
従
来
の
こ
の
時
期
の
日
本
銀
の
総
輸
出
額
の
推
計
値
に

は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
白
木
貿
易
に
お
い

て
、
日
本
か
ら
も
資
本
を
調
達
し
て
い
た
が
、
糸
割
符
制
度
の
施
行
な
ど
に
よ

る
利
潤
率
の
低
下
な
ど
も
あ
り
、
二
ハ
一
二

O
年
ま
で
に
は
、
日
本
人
に
封
し
て

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
摂
積
債
務
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
糸
割
符
の

針
象
と
な
る
白
糸
以
外
の
生
糸
ま
た
は
絹
製
品
を
大
量
に
輸
入
し
て
牧
盆
を
あ

げ
る
策
を
用
い
た
。
ま
た
、
従
来
の
日
木
人
に
代
わ
っ

て
、
庚
東
の
中
園
商
人

か
ら
資
木
を
調
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
公
式

に
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
マ

ニ
ラ
貿
易
に
従
事
し

て
利
盆
を
あ
げ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
マ
カ
オ
の
利
金
を
擁
護
す
る
た
め
、

ス
ペ
イ
ン
人
の
庚
東
貿
易
進
出
の
試
み
を
挫
く
の
に
努
力
し
た
。
一
七
世
紀
早

期
の
マ
カ
オ

1
7
エ
ラ
貿
易
で
特
徴
的
な
貿
易
品
は
、
中
園
か
ら
の
水
銀
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
ガ
レ
オ
ン
船
に
よ
っ
て
メ
キ
シ
コ
に
運
ば
れ
、
銀
の
精
錬
に

使
用
さ
れ
た
。
マ
一
ラ
で
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
入
手
し
た
銀
は
マ
ラ
ッ
カ
に
資
ら

さ
れ
イ
ン
ド
綿
布
の
購
入
に
使
用
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
コ
シ
ョ
ウ
や
香
料

の
入
手
に
繋
が
っ
て
い
た
。
マ
ニ
ラ
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
手
に
よ
り
資
ら
さ
れ

た
主
な
も
の
は
、
硝
石
、
火
撲
な
ど
の
軍
需
品
、
イ
ン
ド
綿
布
、奴
談
、
香
料
な

ど
で
あ
っ
た
。
な
お
、
マ
ニ
ラ
は
中
縫
貿
易
港
と
し
て
康
く
イ
ン
ド

・
東
南
ア

ジ
ア
各
地
の
市
場
と
結
び
附
い
て
い
た
た
め
、
こ
こ
で
は
、
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
の
活
動
に
限
定
せ
ず
に
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
カ
オ
の
マ

ニ
ラ
と
の
直
接
貿
易
は
一
六
一
ニ

0
年
代
ま
で
披
張
し
綴
け
た
が
、
こ
れ
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
妥
湾
進
出
に
関
連
し
て
航
海
の
危
険
が
増
加
し
た
た
め
中
園
船
の

マ

ニ
ラ
来
航
数
が
減
少
し
た
こ
と
に
も
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
船
を
利

用
し
て
取
引
を
行
な
う
康
東
一荷一
人
が
増
加
し
た
。

し
か
し
、

一
五
八

O
年
以

来
、
ス
ペ
イ
ン
に
併
合
さ
れ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
、
二
ハ
四

O
年
に
蜂
起
し

て
再
溺
立
を
迷
成
し
た
報
が
ア
ジ
ア
に
到
着
す
る
や
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
に
よ
る

マ
ニ
ラ
貿
易
は
中
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
著
者
は
こ
の
章
で
、
マ
ニ
ラ
経
由
で
中

園
に
爾
ら
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
銀
の
総
額
と
日
本
か
ら
の
そ
れ
の
従
来
か
ら
提
唱

さ
れ
て
い
る
推
計
値
と
を
比
較
検
討
し
て
、
従
来
の
推
計
値
が
大
き
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
と
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
。

第
五
章
に
お
い
て
は
、
マ
カ
オ
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
が
、
日
本
の
御
朱
印
船
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貿
易
や
中
園
人
の
南
洋
貿
易
に
刺
激
を
受
け
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
と
の
貿
易
に

本
格
的
に
乗
り
出
し
た
吠
況
を
地
域
ご
と
に
述
べ
て
い
る
。
マ
カ
オ
は
一
六
一
ニ

九
年
の
日
本
貿
易
の
喪
失
お
よ
び
四
一
年
の
マ
ラ
ッ
カ
陥
落
な
ど
に
よ
り
従
来

の
主
要
貿
易
市
場
を
失
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
海
域
に
お
け
る
〈
O
の
の
貿
易

の
支
配
が
進
展
し
た
こ
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
活
動
範
閣
を
規
定
す
る
重
要
な

要
素
で
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
早
期
の
マ
カ
ッ
サ
ル
の
興
隆
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

モ
ル
ッ
カ
諸
島
か
ら
の
追
放
と
関
連
し
て
呑
料
貿
易
を
含
め
た
ア
ジ
ア
域
内
貿

易
の
中
縫
貿
易
港
と
し
て
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
商
人
を
ひ
き
つ
け
た
こ
と

に
よ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
〈
O
の
の
香
料
貿
易
濁
占
佳
制
の
成
立
を
阻
止
す
ベ

く
、
マ
カ
ッ
サ
ル
の
勢
力
媛
大
を
支
援
し
、
雨
者
は
概
ね
相
互
依
存
の
関
係
に

あ
っ
た
。
主
な
貿
易
品
に
は
、
コ
シ
ョ
ウ
、
グ
ロ
ー
ブ
、
銀
、
金
、
イ
ン
ド
産

綿
布
、
生
糸
、
絹
織
物
、
織
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
マ
カ
ッ
サ
ル
を
介
し
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
の
マ
ニ
ラ
貿
易
は
、
後
者
の
メ
キ
シ
コ
銀
の
獲
得
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
。
ま
た
、
小
ス
ン
ダ
列
島
で
の
サ
ン
ダ
ル
ウ
ッ
ド
貿
易
も
繁
栄
し

た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
マ
カ
ッ
サ
ル
の
友
好
関
係
は
、
〈
O
の
に
と
っ
て
脅
威
と

な
っ
た
が
、
一
六
五
三
|
五
五
年
の
マ
カ
ッ
サ
ル
・
オ
ラ
ン
ダ
戦
争
を
経
て
、

六

O
年
に
は
マ
カ
ッ
サ
ル
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
攻
撃
を
受
け

た
。
さ
ら
に
六
七
年
の
〈
O
の
に
よ
る
マ
カ
ッ
サ
ル
の
征
服
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
同
地
と
の
貿
易
を
壊
滅
さ
せ
た
。
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
ト
ン
キ

ン
貿
易
は
、
首
初
日
本
貿
易
向
け
の
生
糸
の
入
手
か
主
眼
で
あ
っ
た
。
ト
ン
キ

ン
と
の
貿
易
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
日
本
貿
易
か
ら
撤
退
し
た
後
も
縫
協
相
さ
れ
た

が
、
特
に
中
園
銅
銭
の
輸
出
に
よ
っ
て
利
盆
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
二
六
六

0

年
代
に
入
り
、
〈
O
の
や
中
園
人
が
大
量
の
銅
銭
を
菊
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
利
潤
は
減
少
し
、
こ
の
貿
易
は
衰
退
し
た
。
パ
ン
タ
ム

に
お
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
の
商
人
に
射
し
て
市
場
を
開
放
し
て
い
た

の
で
、
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
二
ハ
七

0
年
代
に
お
い
て
定
期
的
に
貿

易
を
行
な
っ
た
。
貿
易
口
問
と
し
て
は
、
中
園
向
け
に
コ
シ
ョ
ウ
、
盤
、
ア
レ
カ

ナ
ッ
ツ
、
銀
が
あ
り
、
中
園
か
ら
は
生
糸
や
絹
織
物
、
金
、
錯
、
陶
磁
器
、
茶

な
ど
が
輸
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
バ
ン
タ
ム
は
一
六
八
二
年
に
は
〈
O
の
の
影

響
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
外
園
一商
人
と
と
も
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
も
貿
易
活
動
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ

と
は
、
イ
ギ
リ
ス
勢
力
な
ど
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
茶
貿
易
が
本
格
化
す

る
以
前
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
い
ち
早
く
ア
ジ
ア
に
お
い
て
茶
貿
易
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。

第
六
章
で
は

一
七
世
紀
後
字
以
降
、
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
オ
ラ
ン

ダ
の
貿
易
支
配
の
開
隙
を
求
め
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
新
た
な
市
場
を
開

拓
す
る
努
力
を
重
ね
た
こ
と
を
跡
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
は
、
清
朝
の
基
礎
が
定
ま
る
に
従
っ
て
、
従
来
の
活
況
を
取
り
戻
し
た
中

園
人
に
よ
る
帆
船
貿
易
と
も
針
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
の

試
み
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
一
六
七

0
年
代
中
ご
ろ
か
ら
約
二

O
年

開
に
わ
た
っ
て
縫
綴
さ
れ
た
パ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
と
の
中
園
む
け
コ
シ
ョ
ウ
貿

易
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
が
コ
シ
ョ
ウ
貿
易
を
濁
占
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
パ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
の
ス
ル
タ
ン
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
コ
シ

ョ
ウ
積
込
み
を
拒
否
し
た
た
め
こ
の
貿
易
は
放
棄
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
以
降
、

急
速
に
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
と

っ
て
重
要
性
が
暗
唱
し
た
の
は
〈
O
の
支

配
下
の
パ
タ
ヴ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
そ
の
蛍
時
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
中
園
と
の
直
接

貿
易
を

一
時
的
に
諦
め
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
需
要
の
高
ま
っ
て
い
た
茶

な
ど
の
中
園
物
産
の
供
給
は
パ
タ
ヴ
ィ
ア
に
来
航
す
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
や
中
園
商

人
に
仰
ぎ
、
中
園
む
け
の
コ
シ
ョ
ウ
や
鈴
、
錫
を
こ
れ
ら
に
賀
り
渡
す
方
針
を
採

っ
て
い
た
。
ま
た
、
庚
東
の
中
園
一
商
一
人
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
む
け
の
一
商
品
の
輪
迭
に
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中
園
帆
船
の
み
な
ら
ず
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
船
を
も
利
用
し
て
い
た
。
一
八
世
紀
に

入
り
約
十
年
に
わ
た
っ
て
清
朝
が
中
園
人
の
南
洋
渡
航
を
禁
止
し
た
こ
と
は
、

康
東
の
中
闘
商
人
の
パ
タ
ヴ
ィ
ア
貿
易
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
船

へ
の
依
存
を

深
め
、
ポ

ル
ト
ガ
ル

の
こ
の
地
域
で
の
貿
易
に
生
気
を
奥
え
マ
カ
オ
の
図
際
貿

易
上
の
地
位
が
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
南
洋
渡
航
禁
止
の
解
除
と
と
も
に
、
鹿
門

な
ど
か
ら
の
中
園
帆
船
に
よ
る
貿
易
が
再
び
盛
ん
と
な
り
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
も

中
園
と
直
接
取
引
す
る
方
針
に
縛
じ
た
た
め
、
一
七
三

0
年
代
以
降
こ

の
貿
易

活
動
は
減
退
す
る
傾
向
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
上
述
の
パ
タ
ヴ
ィ
ア
貿
易
で

注
目
さ
れ
て
よ
い
こ
と
は
、
マ
カ
オ
や
庚
東
と
の
結
び
附
き
が
従
来
考
え
ら
れ

て
い
た
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン

人
を
介
し
た
マ
ニ
ラ
と
の
シ
ナ
モ
ン
貿
易
は
オ
ラ

ン
ダ
に
と
っ
て
重
要
な
メ
キ

シ
コ
銀
の
供
給
源
と
も
な
っ
た
。

一
七
三

0
年
代
以
降
、
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
一商
人
は
、
パ
タ
ヴ

ィ
ア
や
チ
モ

l
ル
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の
貿
易
事
情
の

悪
化
か
ら
、
そ
れ
に
代
替
す
る
新
た
な
市
場
を
求
め
て
木
格
的
に
マ
ラ
パ
ル
海

岸
に
進
出
し
て
い
っ
た
。
貿
易
品
は
い
わ
ゆ
る
バ
ラ
ス
ト
と
い
わ
れ
る
も
の
が

主
で
あ
っ
た
が
、
具
値
的
に
は
、
マ
ラ
パ

ル
海
岸
に
お
い
て
需
要
の
古
向
か
っ
た

砂
糖
を
中
薗
か
ら
持
ち
来
た
り
、
コ
シ
ョ
ウ
や
サ
ン
ダ
ル
ウ
ッ
ド
な
ど
を
買
い

付
け
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
基
本
と
し
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
マ
カ
オ

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
一商
人
は
、
ゴ
ア
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
や
〈
O
の
の

貿
易

支
配
を
巧
み
に
切
り
抜
け
る
一
方
、
現
地
勢
力
と
の
閲
に
協
力
関
係
を
築
い
て

民
閲
貿
易
を
行
な
い
、
マ
カ
オ
の
経
済
を
支
え
そ
の
命
脈
を
保
っ
た
。
し
か
し
、

マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
イ
ン
ド
西
海
岸
の
貿
易
に
進
出
し
た
こ
と
は
、
イ

ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
合
祉
の
活
動
な
ど
と
の
衝
突
の
機
舎
の
増
加
を
意
味
す
る
も

の
で
も
あ
っ
た
。

第
七
一軍
に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
領
内
、
特
に
王
室
の

利
害
を
代
表
す
る
ゴ
ア
の
副
王
や
ゴ
ア
の
民
間
一一商
業
界
と
マ
カ
オ
の
札
機
に
つ

い
て
具
健
的
な
例
を
穆
げ
て
述
べ
て
い
る
。

マ
カ
オ
の
貿
易
活
動
は
王
室
の
貿

易
支
配
制
度
と
民
間
ボ
ル
ト
カ
ル
人
と
の
括
抗
関
係
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い

た
。

マ
カ
オ

の
ポ

ル
ト

ガ
ル
人
は
自
身
の
利
害
を
協開
設
す
る
手
段
と
し
て
、

集

固
と
し
て
は
市
参
事
舎
を
利
用
す
る
一
方
、
個
人
的
に
は
王
室
役
人
な
ど
と
の

私
的
な
交
渉
に
よ
っ
て
有
利
な
取
引
篠
件
を
ひ
き
だ
し
た
。
と
こ
ろ
で
ボ
ル
ト

カ
ル
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
貿
易
活
動
は
、
嘗
初
大
型
の
船
に
よ
り
行
な
わ
れ
て

い
た
が
、
一
六
一
八
年
以
降
、
徐
々
に
よ
り
小
型
の
船
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
貿
易
船
の
難
破
に
よ
る
損
害
、
オ
ラ
ン
ダ
船
な
ど
に
よ
る
ポ

ル
ト
ガ
ル
船
の
捕
獲
や
そ
の
他
海
賊
活
動
に
よ
る
被
害
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。
ま
た
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
増
大
す
る
防
術
費
の
負
捻
を
め
ぐ
っ
て
、

マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
王
室
の
利
害
は
樹
立
し
が
ち
で
あ
っ
た
。

一
八
世

紀
の
早
期
か
ら
マ
カ
オ
の
民
閲
貿
易
船
は、

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
場
の
喪

失
を
相
殺
す
る
た
め
に
、
利
潤
率
の
低
い
ゴ
ア
で
の
貿
易
を
遊
け
て
ス

l
ラ
ト

と
の
貿
易
に
乗
り
出
し
た
。
し
か
し
ゴ
ア
の
副
玉
は
、
マ
カ
オ
の
ス

l
ラ
ト
貿

易
が
ゴ
ア
の
ス
l
ラ
ト
貿
易
と
統
合
す
る
と
と
も
に
イ
ン
デ
ィ
ア
領
を
支
え
る

関
税
枚
入
の
減
少
を
資
ら
す
も
の
と
結
論
し
た
。
そ
こ
で
、
マ
カ
オ
の
貿
易
船

を
強
制
的
に
ゴ
ア
に
寄
港
せ
し
め
て
関
税
を
納
め
さ
せ
る

一
方
、
そ
れ
が
ス
l

ラ
ト
と
貿
易
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
そ
の
他
、
マ
カ
オ
の
貿
易
一面
一
人
と
王
室

の
利
害
の
針
立
の
例
と
し
て
は
、
マ
カ
オ
へ
の
王
室
貿
易
船
の
波
遣
や
、
マ
カ

オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
一商
人
が
従
事
し
て
い
た
サ
ン
ダ
ル
ウ
ッ
ド
を
中
心
と
し
た
利

潤
の
大
き
い
チ
モ
ー

ル
貿
易
を
、
一
七
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
王
室
に
よ
る

濁
占
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
貿
易

活
動
は
、
個
人
的
な
資
金
の
他
に
主
に
カ
ザ

・
ダ
・
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
か
ら

の
貸
し
付
け
に
多
く
を
依
っ
て
い
た
。
カ
ザ
は
主
に
寄
付
と
財
産
の
遺
贈
に
よ
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っ
て
得
ら
れ
た
資
金
を
運
用
す
る
こ
と
を
基
礎
に
経
営
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
限

ら
れ
た
資
金
の
貸
し
付
け
先
を
め
ぐ
っ
て
、
王
室
側
の
代
表
で
あ
る
役
人
と
民

聞
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
代
表
す
る
市
参
事
舎
の
聞
で
し
ば
し
ば
針
立
が
み
ら
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
資
金
も
一
八
世
紀
に
入
る
と
放
漫
な
資
金
の
運
用
な
ど
に

よ
っ
て
枯
潟
す
る
よ
う
に
な
り
、
カ
ザ
の
本
来
の
設
立
自
閏
で
あ
っ
た
、
慈
善

活
動
に
も
支
障
を
来
す
紋
態
と
な
っ
た
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
王
室
は
そ
の
財
政
状
態

を
改
善
す
る
た
め
、
カ
ザ
に
射
し
て
マ
カ
オ
の
民
開
貿
易
へ
の
投
資
を
制
限
す

る
な
ど
の
針
策
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
カ
ザ
の
運
営
に
加
わ
っ
て
い
た
の
が
、

民
間
貿
易
に
捌
わ
っ
て
い
た
マ
カ
オ
の
有
力
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
っ
た
た
め
、

命
令
は
無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
首
時
園
王
の
数
曾
保
護
権
の
も
と

で
マ
カ
オ
に
本
援
を
お
い
て
布
教
活
動
を
溺
占
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
舎
の
日
本

管
区
は
、
そ
れ
自
身
日
本
貿
易
に
従
事
す
る
な
ど
し
て
そ
の
活
動
資
金
を
調
達

し
た
他
、
カ
ザ
と
同
様
に
マ
カ
オ

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
一商
人
に
貿
易
資
金
を
貸
し
付

け
る
な
ど
も
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
不
動
産
所
有
か
ら
あ
が
る
地
代

な
ど
の
迭
金
に
よ
っ
て
も
そ
の
活
動
を
支
え
て
い
た
。
イ
エ
ズ
ス
舎
は
そ
の
資

金
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
、
赤
字
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
マ
カ
オ
の
財
政
紋
態
を
反

映
し
て
市
参
事
合
と
封
立
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
一
七
六
二
年
の
追
放
ま

で
マ
カ
オ
の
政
治

・
経
済
に
一
定
の
貢
献
を
し
て
い
た
と
い
え
る
。

第
八
章
は
、
明
清
の
交
替
期
以
降

一
八
世
紀
の
牢
ば
ま
で
の
中
園
と
マ
カ
オ

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
関
係
を
、
中
園
の
海
外
貿
易
を
取
り
各
く
環
境
の
第
化

に
伴
う
中
園
官
憲
の
海
外
貿
易
に
劃
す
る
態
度
の
袋
遷
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
そ

れ
へ
の
針
態
を
中
心
に
し
て
い
る
。
先
ず
、
二
ハ
ニ

0
年
代
に
い
た
る
ま
で
に
、

マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
貿
易
活
動
に
射
す
る
中
園
官
怒
に
よ
る
統
制
が
次

第
に
殿
し
く
な
る
と
と
も
に
権
力
の
濫
用
な
ど
が
増
加
し
、
明
朝
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
の
関
係
が
悪
化
し
た
事
情
を
述
べ
て
い
る
。
明
清
交
替
期
の
混
飢
に
よ
っ

て
、
マ
カ
オ
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
貿
易
活
動
は
苦
況
に
立
っ
た
が
、
そ
の
後
回

復
し
、
清
朝
側
と
も
、
船
紗
な
ど
の
海
関
税
の
引
き
下
げ
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
あ

る
一
定
の
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
一
商
人

の
庚
東
な
ど
に
お
け
る
中
園
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
清
朝
側
の
外
図

貿
易
に
針
す
る
統
制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
庚
東
二
ニ
行
と

い
わ
れ
る
庚
東
貿
易
制
度
が
確
立
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
マ
カ
オ
で
は
、
ポ
ル

ト
ガ

ル
人
の
自
治
権
は
存
蹄
制
し
た
が
治
外
法
権
は
時
阻
止
さ
れ
、
一
七
五
四
年
ま

で
に
は
ほ
ぼ
中
園
領
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
一
意
に
お

い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
北
京
で
の
中
園
と
の
関
係
を
改
善
す
る
た
め
の

外
交
努
力
や
庚
東
の
中
園
官
憲
や
一
商
人
と
の
複
雑
な
相
互
依
存
関
係
を
保
ち
な

が
ら
、
マ
カ
オ
の
存
績
を
は
か
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
態
度
で
あ
る
。

第
九
章
は
、
こ
れ
ま
で
の
章
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
曾
枇
組
織
と
そ
の
箪
事
力
を
利
用
し
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

貿
易
支
配
制
度
を
滋
食
し
な
が
ら
、
勢
力
を
嫌
大
す
る
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス

一
商
人
な
ど
と
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
劉
抗
関
係
を
、
前
者
の
中
園
貿
易

へ
の
進
出
過
程
に
お
け
る
後
者
と
の
聞
の
制
札
機
と
い
う
翻
貼
か
ら
と
ら
え
な
お

し
て
み
た
も
の
。
こ
の
生
存
競
争
の
な
か
で
、
清
朝
官
僚
と
の
良
好
な
関
係
を

保
つ
外
交
努
力
を
縫
績
し
つ
つ
、
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
一
一
商
人
は
次
第
に
厳
し

く
な
っ
て
い
く
情
勢
に
臨
機
態
努
に
桝
到
底
し
、
マ
カ
オ
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ

ル

入
社
舎
を
存
繍
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
必
要
と
あ
ら
ば
可
能
な
限
り
譲
歩
す
る

な
ど
し
て
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
ヨ

ー
ロ
ッ

パ一商一人
、
中
園
人
を
始
め

と
し
た
ア
ジ
ア
商
人
な
ど
と
商
業
関
係
を
縫
績
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
路
を
見

出
し
た
の
で
あ
る
。

第
十
章
は
ま
と
め
。

以
上
、
そ
の
内
容
の
紙
略
を
紹
介
し
た
。
評
者
は
本
書
の
研
究
鉛
象
お
よ
び
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そ
の
銭
っ
て
た
つ
と
こ
ろ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

・
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
な
ど
に
つ
い
て

専
門
的
な
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
能
力
に
徐
る
書
評
を
お
引
き
受
け

し
て
し
ま
い
、
本
書
の
重
要
な
論
貼
を
正
確
に
捉
え
得
た
か
に
つ
い
て
は
、
甚

だ
心
許
な
く
奈
意
的
な
内
容
紹
介
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
す
る
。
評

者
の
力
量
で
は
、
膨
大
な
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
結
果
と

も
い
え
る
木
書
の
内
容
に
つ
い
て
的
確
に
論
評
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な

い
。
若
干
の
感
想
を
述
べ
る
こ
と
で
取
り
敢
え
ず
木
古
紹
介
の
究
め
を
塞
ぐ
こ

と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

本
書
に
お
い
て
評
者
が
気
に
な
る
の
は
研
究
針
象
と
な
る
時
期
の
設
定
、

一

六
一ニ
O
|
一
七
五
四
年
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
研
究
史
料
の
牧
集
な
ど
の

都
合
上
、
便
宜
的
に
採
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
著
者
の
時
期
設
定
に
劃

す
る
見
解
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
木
書
の
一意
図
か
ら
あ
る
程
度
は
納
得
で
き

る
が
通
説
し
て
そ
の
記
述
に
従
う
か
ぎ
り
、
特
に
そ
の
始
期
に
つ
い
て
は
、
あ

ま
り
積
極
的
な
意
義
が
見
出
せ
な
い
。
木
部
一口
の
よ
う
な
氏
簡
な
地
域
と
時
代
を

扱
っ
て
い
る
場
合
に
は
情
報
が
整
理
不
十
分
の
ま
ま
詰
め
込
ま
れ
や
す
い
。
本

書
の
記
述
に
も
そ
の
印
象
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
木
書
の
分
析
枠
組
み
の
不
明
確

さ
が
閥
興
し
て
い
る
よ
う
だ
。
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
活
動
を
南
シ
ナ
海

世
界
の
中
で
捉
え
る
と
い
う
企
回
が
十
分
に
生
き
て
い
な
い
。

こ
れ
は
例
え

ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
マ
カ
オ
の
歴
史
的
な
設
展
に
卸
し
た
時
代
区
分
を
採
用

し
、
そ
の
な
か
で
終
始
一
貫
し
て
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ア
ジ
ア
で
の
貿

易
活
動
を
中
心
に
据
え
て
分
析
す
る
姿
勢
を
と
る
こ
と
に
よ
り
あ
る
程
度
防
げ

る
の
で
は
な
い
か
と
岡
山
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
史
『貨

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

一
七
四
O
年
以
前
の
パ
タ
ヴ
ィ
ア
の
中
園
と
の
関
係

に
お
い
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
介
し
た
成
東
方
面
と
の
繋
が
り
、か
相
蛍
重
要
で
あ

っ
た
な
ど
、
目
新
し
い
指
摘
も
あ
る
が
、
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
蓄

積
の
あ
る
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
日
本
貿
易
に
つ
い
て
は
、

高
瀬
弘

一
郎
氏
の
研
究
な
ど
が
あ
る
(
高
瀬
氏
の
見
解
と
本
書
の
見
解
に
は
相

違
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
)
。

結
果
的
に
、
本
書
、
が
康
範
な
地
域
を
扱
っ
て
い
る

た
め
も
あ
り
記
述
が
卒
板
に
な
り
焦
貼
が
散
漫
に
な
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
以
下
に
述
べ
る
第
二
の
貼
に
も
関
連
す
る
の
だ
が
、
本
書
の
主

題
の
一
つ
で
あ
る
マ
カ
オ
に
お
け
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
祉
曾
生
活
が
浮
か
び
上

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
木
書
で
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て

い
な
い
中
園
史
料
を
含
め
て
、
史
料
的
な
制
約
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
無
理
な

注
文
で
あ
る
と
は
思
う
が
、
例
え
ば
マ
カ
オ
の
市
参
事
舎
の
日
常
的
な
活
動
や

そ
の
運
営
と
そ
れ
に
鰍
わ
っ
た
人
々
の
紋
況
に
つ
い
て
の
分
析
や

マ
カ
オ
在
住

中
閤
人
な
ど
と
の
関
係
を
具
鐙
的
に
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
表
題
の

ご

ω
0
2
2
1

の
ほ
う
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
設
者
に
と
っ
て
は
期
待
外
れ
に
終

わ
る
で
あ
ろ
う
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
ア
ジ
ア
人
と
の
関
係
を
扱
っ
た
も
の
に
例

え
ば
、
ピ
ア
ス
ン
(
玄

-z-
F
RMOロ
〉
の
』

h
qS
2
3
2
札

勾
と

q
M言

。RK26
H
(
∞R
roru、

C
3〈
2
臼
芯
可

O
聞

の

弘

氏

。

『

口

一

世

間
》
円
命
日
♂

】戸
市
町
、
吋
由
)

(
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
イ
ン
ド
|
|
中
世
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
の
商
人
と
支
配
者
|
|
』

生
問
滋
課
、
岩
波
書
庖
、
一
九
八
四
年
)
が
あ
り
、
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
一
商
人
と
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
の
相
互
依
存
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
も

マ
カ
オ

に
お
け
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
と
康
東
の
中
園
人
や
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
一
商
一
人
な
ど

と
の
相
互
依
存
聞
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
ピ
ア
ス
ン
の
場
合
は
さ
ら
に
す
す
ん

で
、
イ
ン
ド
史
の
槻
拙
か
ら
中
世
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
枇
舎
の
特
質
の
分
析
に
考
察

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
木
書
の
分
析
の
翻
貼
は
、
前
者
と
異
な
り
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の

搬
張
と
い
う
翻
拙
か
ら
論
述
を
行
な
う
と
さ
れ
て
い
る
.か
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
今
後
は
ピ
ア

ス
ン
の
業
績
に
類
す
る
も
の
が
、
本
書
を
土
壁
と
し
て
、
マ

カ
オ
を
含
め
て
本
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
各
地
に
お
け
る
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
活
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動
と
現
地
の
祉
舎
と
の
関
連
で
掘
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

な
お、

評
者
の
研
究
開
心
か
ら
、
二
、
三
気
づ
い
た
黙
を
以
下
に
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
マ
ニ
ラ
貿
易
な
ど
に
関
し
て

ス
ペ
イ
ン
人
の
名
が
で
て
く
る
が
、

今
日
の

一
般
的
な
綴
字
に
よ
っ
て
い
な
い
例
が
み
ら
れ
る
。

例
を
あ
げ
る
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督

。
bB
Z
司

e
s
o
g
B
R
E
S
を
の
o自
認
可
2
g
o
a
-

B
R
5
2
と
し
、
同
じ
く
総
督

ω与
曲
目
Z
E
Z
日
g
ι
o
p
(
U
2
5
5
2
を

ω
S
2
2
2
E
E
Z号
合
。
。
『

Z
E
Z
と
し
て
い
る
。

ま
た
、

著
者
の
不

注
意
と
思
わ
れ
る
が
、
ド

ミ

一コ
舎
の
修
道
士

巴

omo
〉
ιロ
R
Z
を

U
E問。

〉ロ
E
R
Z
な
ど
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ニ
ラ
・

ガ
レ
オ

ン
貿
易
で
の
貿
易

限
度
額
を

RE
E
L
0
3
と
い
う
語
で
表
現
し
て
い
る
が
、

J
2
B
u
o
--
と
す

る
べ
き
で
あ
り
、

RE
E
ι
0・u
の
理
解
に
混
飢
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
マ

ニ
ラ
で
の
パ
ン
カ
ダ
の
貫
施
の
寅
態
に
つ
い
て
は
不
明
の
貼
も
少
な
く

な
い
が
、
パ
ン

カ
ダ
と
は、

一
般
的
に
、
一

括
取
引
の
こ
と
を
指
す
の
で
、
六

八
頁
に
お
い
て

J
己
【
箆
『
見
巳
勺

と
し
て
い
る
の
に
は
疑
問
が
あ
る
。

な
お
、
本
書
に
は
誤
植
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

評
者
の
気
づ

い
た
範
園
で
そ

の
い
く
つ
か
を
指
摘
し
て
参
考
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
中
で
も
目
立
つ
の

は

ご
ニ
頁
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
領
イ
ン
デ

ィ
ア
を
示
し
た
地
図
に
お
い
て
フ

ィ
リ
ピ

ン
群
島
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
が
飲
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
、
二

O
頁

二
二
行
自
の

M
Z唱
は
文
脈
か
ら
み
て

臼F
J
で
あ
ろ
う
し
、
二
一

頁
二
四
行

自
の

企

ω
E
E
E
は

全白

E
E
E、
五
四
頁
二
四
行
自
の

忌
ω
。
は

Hmω
。目、

六

O
頁
二

O
行
自
の

自
品

は

丘
、

二

一
六
頁
五
行
目
の

2
と
g
t
o
p
は

2
曲
2
巳
5
口、

一
五
四
頁
三
五
行
自
の

∞
巳
2
3
は
F
品
目
ニ
白

で
あ
ろ
う。

八
二
頁
二
八
行
自
の
末
か
ら
始
ま
る

一
文
中
の
年
代
を
示
す
数
値
に
は
誤
り
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

一
七
六
頁
二
八
行
自
の

a
d
o
g

F
E
z
-
S
E
m
-
-
-
-
n
o自旬。門同門』
Oロ
5
3
は
削
除
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た

四
四
頁

一
九
行
自
の

o
g包
号
角
田
は

o
r
z
z、
八
九
頁
三
四
行
目
の
〈
0
0

は

〈
O
の
、
一
七
七
頁
三
六
行
自
の

の
曲
目
。
コ
ロ

は

の
O
B
0
2口、

二
二

O
頁

一
一一一
行
自
の

可
o
a々

お
よ
び
二
四
行
自
の

n
g
2ロ
可
見

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

再『
g
q
お
よ
び

g
ロ
2
Z
2
5
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

ま
た
三
九
頁
の
玄白
n
E

は、

表
記
の
統
一
の
貼
か
ら

玄曲
2
0、

一
七
八
頁
の

号

NOB宮
内
問
主
。
『

は

門戸
2
0
5
Z『官
ι。
『
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他
に
異
同
が
あ
る
も
の
と
し

て
は
、

白日同州
wrrEH
《目白円

と

回「同『白ロ
ι旬
、
切
削5
3ロロ
8
5
と
回
同
ロ
守
口
回

g
巴ロ

な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に、

2
5
0
-
の
複
数
形
を
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
式
に

Z
5
2帥

と
表
記
し
て
い
る
場
合
と
英
語
式
に

3
5
0
r
と
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、

特
に
そ
れ
が
同
一

頁
上
に
混
在
し
て
み
ら
れ
る
箇
所
も
あ
り
、

一
考
を
要
す
る

で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
評
者
の
全
く
個
人
的
な
感
想
で
、
識
者
に
と
っ
て
は
い
う
ま
で
も

な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
願
み
ず
述
べ
る
と
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
王
等
貿

易
や
ゴ
ア
で
の
貿
易
活
動
は
基
本
的
に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
へ
の
ア
ジ
ア
物
資
の
輸
出

を
目
指
し
た
東
西
方
向
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
大
き
な
枠
組
み
の
な
か
で

マ
カ
オ
の
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
は
主
に
庚
東
な
ど
の
中
園
市
場
と
ア
ジ
ア
各
地
を

結
び
附
け
る
南
北
方
向
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
た。

本
書
の
よ
う
な
研
究
課
題
を
扱
う
に
は

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
ア
ジ
ア
の
数
か
図
語

に
精
通
し
て
い
る
必
要
性
を
改
め
て
確
認
し
た
。
著
者
が
そ
の
困
難
を
克
服
し

て
膨
大
な
一
女
史
料
を
検
討
さ
れ
、
特
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
史
料
に
加
え
て
、
オ

ラ
ン
ダ
語
史
料
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
、
焦
黙
の
蛍
て
ら

れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
マ
カ
オ
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
民
関
商
人
の
貿
易
活
動
を
総

合
的
に
取
り
上
げ
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
勢
力
の
伸
張
と
そ
れ
へ
の

ア
ジ
ア

各
地
の
商
人
の
針
態
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
、
こ
の
分
野
で
の
研
究

に
新
た
な
可
能
性
を
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。
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註
(

1

)

「
マ
カ
オ

H
長
崎
聞
に
お
け
る
委
託
貿
易
に
つ
い
て
||
鈴
園
以
前

の
糸
割
符
と
の
関
連
に
お
い
て
||
」

(
『
史
mmご

四
九
1

四
、
一
九

八

O
年
)
、
同
「
マ
カ
オ

H
長
崎
開
貿
易
の
総
取
引
高

・
生
糸
取
引

盈
・
生
糸
債
格
」

な
ど
が
あ
る
。

(『
社
曾
経
済
史
-皐
』
四
八
|

て

一
九
八
二
年
)

。
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